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■ 企画趣旨 

本 OPS では，近年活発に開発が進められている河床変動解析技術をテーマとして取り上げ，学官

民それぞれの立場から論文の傾向を分析する中で，これからの河道研究に求められている視点やそれ

ぞれの個別の取り組みを「つなぐ」ための方法論について議論した． 
 
■ 河道論文傾向分析と学官民からの視点 

1. 全体の傾向 
 河道についての投稿論文は，①河床変動，②河川構造物，③河川環境評価，に大別される．

全 31 件の投稿があった． 
 河床変動解析技術との関連では，流域一貫というマクロな視点での土砂動態の新たな取り

組みが報告された一方，空隙率・軟岩・礫形状まで考慮されたより現場の状況に即した解

析技術の進捗が見られる． 
 河川環境評価に関する論文は，ここ数年で半数に減少したものの，植生や物質循環動態の

解明や生息場保全への取り組みは継続的に実施されている． 

  

 
2. 学の視点 
 流れと河床変動の一体解析を行うことで，実河川を対象に，河床の変動量，質の変化を再現

できるようになっている． 
 【砂礫河川】と【石礫河川】での土砂流送を統一的に取り扱えるモデルはない．技術的なネ

ックは？ 
 遮蔽効果（粒径別に抵抗を評価），交換層厚（凹凸で異なる河床材料の流送されやすさの確

率密度関数），空隙率(細粒分→粗粒分の充填)の設定については，改良が必要． 



 
 

3. 官の視点 
 各個別論文に対して，官がどのように関わっているのかという視点で整理を行った． 
 全 31 件の投稿中，直轄河川を対象にしたものが 20 件あり，直轄河川は測量結果等データが

豊富であり基礎データ・検証データを提供できている． 
 官である国・県職員の共著者論文は 18 件あり，現場職員の技術や経験が取りあげられてい

る． 

 
 

4. 民の視点 
 民からは例えば対策工の開発等得意分野があるにも関わらず発表件数が少ない．連携も官学

と比較して同様に少ない． 
 研究開発された技術や知見の実務への活用や開発した技術の論文へのフィードバック，官学

との連携に基づく自主的な技術開発が今後の課題である． 

 



■ 全体討議 

議論のポイントとして，次の 2 点 が

提示された．学から提示された① 河

床変動解析の開発に今後必要なこ と

やこれからの課題について，また，

官・民から提示された②官学民の つ

なぎ（協働）についてである．フ ロ

アからの意見を下記に示す． 
 
① についての議論 
 河川構造物を挟んだ上下流の問題（樹林化，河床低下等）という視点もあるのではないか．直線

的な河道の問題は着々と進捗しているが，構造物がある場の問題はもっと考える必要がある．ま

た，砂礫河川と比較して，石礫河川では礫の形状が決定的に重要で，さらに限界掃流力について

も考えていかねばならない． 

 空隙率の変化を考慮した河床変動計算について今回発表した．ダムからの排砂を考えると，どの

ような土砂が排出されて，その状況下でどのような河床変動が生じるのかを考える必要がある．

その実用的なモデルを構築していく必要がある． 

 河床の空隙はそこに住まう生物の生息場とも深く関係しており，河床変動と関連させて定量化で

きる可能性があるが，生態学者や工学者間でのそれらの定義や捉え方は異なっているようである．

共通の認識や見解のプラットフォームが必要． 

 固定床の流砂の問題をもっと考える必要がある．交換層と空隙率は表裏一体の問題であり，一体

的に議論していくべき． 

 学の取り組む分野について，礫の遮蔽効果について考えると砂は掃流力によって動くのか揚力に

よって動くのかというテーマもある． 

 

② についての議論 

 学のほうで様々な式が提案され，河床変動計算に使われているが，実はそれが本当に正しいのか

わからないまま使われているのではないか．結局，学と民・官は連携できていないのではないか．  

 学は式を提案するなど，礫の形状，空隙率などの問題に徹底的に取り組むべき． 

 河川砂防技術基準を題材として，官民学が学ぶ機会を設けている．官民は学の知識を学ぶ機会が

必要なのではないか． 

以上 


